
ＮＯ． 件数

1 　平成27年から平成29年の自 1 　ご意見いただきありがとうございます。
殺者数が６～７人であるが、 　基本目標の設定については、国及び愛
計画の基本目標が平成31（20 知県の目標値を参考にし、それよりも高い
19）年から平成35（2023）年の 目標とし、５年間の平均としました。５年間
平均の自殺者を７人未満まで 平均の前期分の数値は、「８．２」であり、
減少させるというのは、現状維 設定した目標値は妥当であると考えてい
持ということでしょうか。半減 ます。ただ、ご指摘のとおり、近年は低い
もしくはゼロを目標にしなけれ 数値で推移していますので、今後も目標
ば、何のための計画かわかり 値の検証をし、必要に応じて見直し等を
ません。目標数値の再検討を 実施してまいります。また、本計画中市長
していただきたい。 あいさつの冒頭にもありますように、自殺

者「０」の社会の実現が、私共も同様に
願っていることでございます。
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ＮＯ． 件数
2 　「学校教育に関わる人への啓 2 　ご意見いただきありがとうございます。
発」の中で、「教員に対して、自  ＳＯＳを子どもが出せるようにすることは、
殺予防に関する啓発資料等を 非常に重要なことであると考えています。
配付し、自殺対策意識の向上 学校教育で取扱う内容は多岐にわたって
を促し…」とあるが、資料の配 いますので、学校の現状や実態を考慮し
付だけでは、多忙な教員の意 つつ、教育委員会とともに、よりよい自殺
識向上や、自殺予防教育の展 予防教育の具体的な方法について探って
開にまで結び付くとは思えませ いきたいと考えます。
ん。例えば、教員を対象とした
ゲートキーパー研修を実施した
り、子どもがＳＯＳをどのように
誰に出せばよいかの授業を行
うなど、具体的な対策が必要
です。
　「児童生徒のＳＯＳの出し方
に関する教育」という項目があ
るが、現在も行っているものば
かりで、ＳＯＳの出し方とは無
関係です。相談窓口を配布し
ただけでは、子どもたちがどの
ように、誰にＳＯＳを出せばよ
いのかわかりません。
　今後、豊明市の子どもたちの
中から一人も自殺者が出るこ
とのないように、生きづらさを
抱えている子どもたちが一人
でも多く心の重荷を降ろせる
ように、本気の対策が必要だ
と考えます。
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